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設定温度 風量 風向 風量 吐出方向
20℃ 強風 下向き 強，（弱，中，) 斜め上方45°，（水平)
図３ サーキュレーター非使用時の温度の時間経過の一例
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を下方に移動できないこと，後者では天井付近の暖
気に吐出流が衝突・混合することにより暖気の温度
が下がり浮力が弱まり下方に吐出流で希釈された暖
気が移動するためと考えられる．
図6に図5と同一実験で得られた天井付近（5）の
温度の時間経過を示す．水平方向にサーキュレー
ターからの冷気を吐出した場合に対して天井に吐出
流が衝突するよう吐き出した場合の方が天井付近の
暖気の温度を降下出来ることがわかる．
また，天井付近の暖気がサーキュレーターからの
冷気で希釈され温度が降下すると言っても，希釈後
の温度は省エネルギー行動計画の設定温度よりは高
い（すなわち机の高さ（1,3），床付近（2,4）より高
温）ので上方からの下降流は机の高さ（1,3），床付近
（2,4）に対しては暖房効果を発揮する．
４．結 論
暖房効果の向上を目的として，サーキュレーター
を開発して，室内の数カ所で温度測定を行って，そ
の効果の調査を行った．その結果，次のことが判明
した．
1．サーキュレーターを適切に使用することによ
りヒートポンプ暖房の有効利用が可能となる
2．開発したサーキュレーターは低温空気を天井
部まで効果的に導き，高温の空気と混合させる
ことにより天井付近に停滞する高温空気の熱を
下方に移動し上下の温度差を減少できる
3．暖房効果の増大にサーキュレーターを用いる
場合には，室内の空気を滑らかに循環させるよ
りは，天井部の高温空気を部屋下方の低温空気
と混合させるよう低温空気を天井に衝突させる
方が有効である．
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